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環境政策, 自動車対策, 大気汚染, 地球温暖化, 廃棄物処理研究キーワード

岡崎　誠 教授

OKAZAKI, Makoto 所属…環境学部 環境学科
　　　大学院 環境情報学研究科環境情報学専攻（社会環境学領域）

┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■取得学位　　　　　　博士（工学）（鳥取大学）
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■専門分野　　　　　　衛生工学, 地球環境, 大気保全, 水質保全, 環境アセスメント
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■現在の研究テーマ 　・地球温暖化対策に係る環境教育について
　　　　　　　　　　　   ・一般廃棄物の合理的処理方策について
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■所属学会　　　　　　土木学会, 交通工学研究会, 日本都市計画学会, 環境アセスメント学会
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

■主な担当科目　　　　大気保全論, 環境アセスメント, 環境政策論
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■研究者略歴

1972（昭和47）年 3月 京都大学工学部衛生工学科卒業

1974（昭和49）年 3月 京都大学大学院工学研究科衛生工学専攻修士課程修了

1974（昭和49）年 4月 厚生省（水道環境部）

1978（昭和53）年 4月 環境庁（大気保全局、水質保全局、企画調整局など 　～ 2000年7月）

1985（昭和60）年 8月 新潟県（環境保健部）

1993（平成 5）年 6月 運輸省（自動車交通局）

1997（平成 9）年 7月 通商産業省（工業技術院）

1999（平成11）年 8月 米国東西センタ－（客員研究員）

2001（平成13）年 4月 鳥取環境大学環境情報学部環境政策学科教授

2005（平成17）年 4月 鳥取環境大学大学院環境情報学研究科環境情報学専攻教授

2012（平成24）年 4月 鳥取環境大学環境学部環境学科教授

■研究等活動
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

【著書】
・「ディ－ゼル規制の核心」、（共著）、2004年8月、地球環境読本Ⅱ、丸善 
・「環境破壊を事前に防ぐ－環境アセスメント」、（共著）  、2001年4月、ス－パ－ゼミナ－ル環境学、東洋経済新報社

【論文】 
・「地域の特性を考慮した市町村単位の自動車CO2削減対策に関する研究」、（共著）、2006年11月、土木学会環境工学研究論文集
・「人口低密地域における一般廃棄物の分別数が収集過程のコストに及ぼす影響」、（共著）、2006年10月、土木学会環境システム研究論

文集
・「都市交通と環境：都市交通に起因する局地環境問題」、（共著） 、2003年夏、運輸政策研究
・「我が国における持続可能な交通（EST）の導入に関するフィ－ジビリティ研究－第４章我が国における交通環境対策の現状･問題点・推

進方策－」、（共著） 、2003年3月、地球環境研究総合推進費（環境省） 
・“Greenhouse gas emission abatement in transportation sector and technology transfer to developing countries”、

2000年5月、East-West Center Research Program 




